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Summary

We investigated by HPLC the contents of ginsenosides in overseas and Japanese ginseng health foods. The 

ginsenoside Rb1 was at the range of ND (not detected) ～ 43.3 mg/g, and the ginsenoside Rg1 was at the range of 

ND ～ 6.6 mg/g in 8 products of overseas ginseng health foods. In some health foods, ginsenosides contents were 

higher than that of the ginseng crude drug (Rb1 : 6.6 mg/g, Rg1 : 4.7 mg/g), and also varied between lots. The 

intake level of ginsenoside Rb1 + Rb1 from overseas health foods was estimated to be 0 ～ 96.9 mg/day. In some 

health foods, intake levels were higher than that of the ginseng conventional crude drug product 

(Rb1 + Rb1 : 16.2 mg/day). The ginsenoside Rb1 was at the range of 0.6 ～ 5.0 mg/g, and the ginsenoside Rg1 was 

at the range of 0.4 ～ 4.1 mg/g in 6 products of Japanese ginseng health foods. The intake level of ginsenoside 

Rb1 + Rb1 from Japanese health foods was estimated to be 0.6 ～ 35.7 mg/day, however one of them was higher 

than that of the ginseng conventional crude drug product.
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Ⅰ．緒言

生薬ニンジン（人参）（以後，ニンジンと略す）は
オタネニンジン（御種人参），コウライニンジン（高
麗人参），チョウセンニンジン（朝鮮人参）とも呼ば
れ  1），胃腸虚弱を原因とする種々の病気に広く使用
される重要生薬である  2）。ニンジンは生薬（医薬品）
として用いられるほかに，健康食品としても利用さ
れており，顆粒，錠剤，カプセルなどの製品が出回っ
ている。ニンジンの健康食品は，ダイエタリーサプ

リメントやハーブとして販売されている。
ニンジンの有効成分として，ジンセノサイド類が

知られている。ジンセノサイド Rb 群（Rbl，Rb2 な
ど）と Rc 群は中枢神経系に対して抑制的に働き，精
神安定，下熱，鎮痛，抗けいれん，血圧降下作用が
ある。ジンセノサイド Rg 群（Rg1，Rg2 など）は逆
に興奮的に働き，抗疲労作用，疲労回復，抗ストレ
ス作用がある  3）。しかし，ニンジンの副作用として，
下痢，鼻出血，皮膚湿疹，胃腸障害などがあり，ニ
ンジンの投与は最高血圧 180 mmHg 以上の高血圧患
者に対して慎重にすべきで，血圧が高い人には投与
量を減らして用いる，血圧をチェックするなどの注
意が必要とされている  3–5）。高血圧の人はニンジンの
摂取に気を付けなければならない。そのため，ニン
ジンの健康食品を摂取する際も生薬と同様の注意が
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必要である。特に健康食品でジンセノサイド類の含
有量が生薬より高い場合は注意を払う必要がある。

健康食品の品質を有効成分の含有量を指標として
確保することは，有効性だけでなく安全性を保証す
る上でも重要である。そこで，前報で，本論文の筆
者の川添らは 2012 年入手の海外産のニンジンの健康
食品 8 製品のジンセノサイド類の含有量を調べて品
質を報告した  6）。その結果，製品によってジンセノ
サイド類の含有量にかなり幅があり，医薬品の生薬
より含有量が高いものがあることを見出した。また，
製品に表示されている健康食品の一日最大摂取目安
量あたりのジンセノサイド類の量を算出すると，そ
の量は大きな幅となり，ニンジンの健康食品は効果
にバラツキが生じる可能性およびジンセノサイド類
の含有量が高いものは一日摂取量を考慮すると過剰
摂取に繋がることも指摘した。一方で，課題として
は，調査対象の 8 製品は各々1 製品のみであったこ
とから，ロットを違えて複数入手し，製品内でのロッ
ト間のジンセノサイド類の含有量のバラツキも知る
必要性があった。また，健康食品の製品の種類は多
く，同様の調査を出来るだけ多く，継続して行う必
要があった。

そこで，今回は前報に続いて 2017 ～ 2019 年に入
手した海外産のニンジンの健康食品の品質評価と
ロット間の変動，2019 年に入手した日本産のニンジ
ンの健康食品の品質評価を行ったので報告する。

Ⅱ．方法

1．試料
2017 ～ 2019 年に，海外産のニンジンの健康食品

の品質評価の試料として 8 製品，そのうちロット間
の変動を知るための試料として 4 製品各 3 ロットを
京都市内のドラッグストアやネット販売で購入した。
2019 年に，日本産のニンジンの健康食品の品質評価
のための試料として 6 製品を大津市内のドラッグス
トアやネット販売で購入した。これらの試料は室温
で保存し，入手直後あるいは使用期限内に実験に供
した。

2．試薬
ジンセノサイド Rb1 および Rg1 は，生薬試験用標

準品を和光純薬工業（株）より購入した。アセトニ
トリル，その他は特級試薬を和光純薬工業（株）お
よびナカライテスク（株）より購入した。

3．HPLCの試験溶液の調製
試料形態で錠剤のものはミキサーで粉状に粉砕し，

カプセルのものは開封し中身を取り出し，前報と同
様に山本らの方法  7）に従い HPLC 試験溶液を調製し
た。

4．HPLC測定条件
HPLC の装置は（株）島津製作所製の送液ポンプ

LC-20AT，検出器 SPD-20AV を用いた。データ処理
はラボラボカンパニー（株）のソフト Chromato-PRO

を用い，Windows PC にデータを取り込んで行った。
HPLC 測定条件は，山本らの方法  7）を参考に，次の
ように設定しアイソクラティックで分析を行なった。
カラム：InertSustain C18（4.6 mm i.d × 150 mm, 5 μm），
カラム温度：40 °C，移動相：ジンセノサイド Rb1 の
分析は水／アセトニトリル（7：3），ジンセノサイド
Rg1 の分析は水／アセトニトリル（4：1），流速：
1.0 mL/min，試料注入量：10μL，検出波長：203 nm。

5．�HPLCによるジンセノサイドRb1 および Rg1 の定
量

ジンセノサイド Rb1 および Rg1 をそれぞれ 10 mg

精秤し，水に溶解して標準原液をつくり，それを段
階的に希釈して，10 ～ 200 μg/mL の標準溶液を調製
した。上記の HPLC 測定条件で，標準溶液 10 μL を
注入し，ピーク面積を測定した。標準溶液の濃度と
ピ ー ク 面 積 か ら 検 量 線 ジ ン セ ノ サ イ ド Rb1

（Y = 1331.326 X, r = 0.998）および Rg1（Y = 1910.905 
X, r = 0.999）を作成した。試料のジンセノサイド Rb1

および Rg1 含有量は，試料の HPLC 試験溶液の注入
によって得られたピーク面積を検量線へ適用し，さ
らに希釈濃度を考慮し算出した。なお，1 試料につ
き 3 つの HPLC 試験溶液を調製して定量分析を行
い，平均値を求めた（n = 3）。

Ⅲ．結果と考察

1．海外産のニンジンの健康食品の品質評価
2012 年入手の海外産のニンジンの健康食品に続

き，2017 ～ 2019 年入手の海外産のニンジンの健康
食品 8 製品についてジンセノサイド類の含有量を調
べた。表 1 に，海外産のニンジンの健康食品の製品
に表示されている主な原材料，形状，原産国を示し
た。主な原材料は抽出物・エキス末や根で，種類は
ニンジン，コウジン（紅参：ニンジンを蒸したもの），
アメリカニンジンであった。形状は錠剤あるいはカ
プセルであった。原産国は 1 製品が大韓民国で，そ
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れ以外は米国であった。
表 1 には，海外産のニンジンの健康食品の製品に

表示されている一日摂取目安量（摂取目安の錠剤数
の合計重量あるいは摂取目安のカプセル数の中身の
合計重量），分析したジンセノサイド類の含有量，一
日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量も
示した。試料 FS-2（3 ロットすべて），FS-3（3 ロッ
ト目）および FS-4（3 ロットすべて）のジンセノサ
イド Rb1 含有量，FS-4（3 ロットすべて）および FS-6
のジンセノサイド Rg1 含有量は検出限界以下のため
ND となった。ND となった理由は，これらの試料の
原材料に，成分が濃縮された抽出物でなく，根（ニ
ンジン，コウジン，アメリカニンジン）が含まれて
おり，植物体である根の状態に起因して，成分によっ
ては含有量が低くなった可能性が考えられる。

ジンセノサイド Rb1 含有量は ND ～ 43.3 mg/g，Rg1

含有量は ND ～ 6.6 mg/g となり，幅があった。前報
で，日本薬局方の生薬のニンジンを入手しジンセノ
サイド類の含有量を調査したところ，ジンセノサイ
ド Rb1 含有量は 6.6 mg/g，ジンセノサイド Rg1 含有
量は 4.7 mg/g であった  6）。これと今回の海外産のニ

ンジンの健康食品を較べると，ジンセノサイド Rb1

含 有 量 に つ い て は FS-1（3 ロ ッ ト す べ て），
FS-5 ～ FS-7 が，ジンセノサイド Rg1 含有量につい
ては FS-3（1 ロット目，2 ロット目）が高かった。緒
言で述べたように，生薬のニンジンは副作用の観点
から摂取に気を付けなければならない場合がある。
そのため，同じ生薬のニンジンを原材料とした健康
食品を摂取する際も生薬と同様の注意が必要であり，
海外産のニンジンの健康食品でジンセノサイド Rb1

含有量および Rg1 含有量が生薬より高いものは注意
する必要がある。

ジンセノサイド Rb1 含有量および Rg1 含有量の結
果をもとに，製品に表示された一日最大摂取目安量
あたりのジンセノサイド Rb1 量および Rg1 量を算出
した。それを合計した，一日最大摂取目安量あたり
のジンセノサイド Rb1 + Rg1 量は，0 ～ 96.9 mg のか
なりの幅となり，FS-6 が最も高かった。前報で，市
販の医薬品のニンジンの生薬製剤（ニンジンエキス
粉末，顆粒，原産国日本）について，ジンセノサイ
ド Rb1 および Rg1 を分析したところ，一日最大服用
量あたりのジンセノサイド Rb1 + Rg1 量は 16.2 mg で

表 1　 海外産のニンジンの健康食品の製品に表示されている主な原材料，形状，原産国，一日摂取目安量，分
析したジンセノサイド類の含有量，一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量

試料 No. 主な原材料 形状 原産国
一日摂取 
目安量

ジンセノサイ
ド Rb1 含有量

（mg/g）
平均値（n = 3）

ジンセノサイ
ド Rg1 含有量

（mg/g）
平均値（n = 3）

一日最大摂取
目安量あたり
のジンセノサ
イド Rb1 量

（mg）

一日最大摂取
目安量あたり
のジンセノサ
イド Rg1 量

（mg）

一日最大摂取
目安量あたり
のジンセノサ
イド Rb1 + Rg1

量（mg）
海外産のニンジンの健康食品

FS-1 
（3 ロット）

ニンジン抽
出物

錠剤 米国 540 mg
27.3
29.2
30.6

3.5
4.0
4.2

14.8
15.8
16.5

1.9
2.2
2.2

16.7
17.9
18.8

FS-2 
（3 ロット）

コウジン根 カプセル 米国
960-
1920 mg

ND
ND
ND

0.1
0.2
0.1

0
0
0

0.2
0.4
0.1

0.2
0.4
0.1

FS-3 
（3 ロット）

ニンジン根 カプセル 米国
500-
1000 mg

0.3
0.5
ND

6.6
5.9
0.4

0.3
0.5
0

6.6
5.9
0.4

6.9
6.4
0.4

FS-4 
（3 ロット）

ニ ン ジ ン
根，ニンジ
ン根抽出物

カプセル 米国
500-
1000 mg

ND
ND
ND

ND
ND
ND

0
0
0

0
0
0

0
0
0

FS-5
ニンジン根
抽出物

カプセル 米国 1160 mg 9.9 1.5 11.5 1.7 13.2

FS-6
アメリカニ
ンジン根

カプセル 米国 2240 mg 43.3 ND 96.9 0 96.9

FS-7
アメリカニ
ンジン根

カプセル 米国
1160-
3480 mg

7.7 0.3 26.8 1.1 28.0

FS-8
ニンジンエ
キス末など

錠剤 大韓民国 580 mg 5.7 1.5 3.3 0.9 4.2

ND: not detected
一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド Rb1 量および Rg1 量は，分析した試料のジンセノサイド Rb1 含有量および Rg1 含有量の
結果をもとに算出した。
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あった  6）。これと今回の海外産のニンジンの健康食
品を比較すると，FS-1（3 ロットすべて），FS-6，FS-7
が高かった。よって，海外産のニンジンの健康食品
には，一日最大摂取目安量の場合，ニンジンの生薬
製剤以上にジンセノサイド類を摂取してしまうもの
もあり，過剰摂取にならないように注意を払う必要
がある。

2．�海外産のニンジンの健康食品の品質のロット間変
動

同じ種類の製品のロット間のジンセノサイド類の
含有量のバラツキを知るために，海外産のニンジン
の健康食品の内 4 製品について各 3 ロットを入手し，
ジンセノサイド類の含有量の変動を調べた。FS-4（3
ロットすべて）のジンセノサイド類の含有量が ND

となったため，3 製品（FS-1 ～ FS-3）各 3 ロットの
ジンセノサイド Rb1 および Rg1 含有量（表 1）をも
とに，3 製品それぞれのロット間の平均値，標準偏
差，変動係数を算出し，結果を表 2 に示した。なお，
FS-2 のジンセノサイド Rb1 含有量も ND のため，平
均値，標準偏差，変動係数は算出していない。

ジンセノサイド Rb1 含有量の変動係数は，FS-1 の
5.65 % に対して FS-3 が 96 % と高く、Rg1 含有量の
変動係数は，FS-1 の 8.6 % に対して FS-2 が 68 %，
FS-3 が 80 % と高く，FS-2 および FS-3 は含有量の変
動が大きかった。その理由としては，FS-1 は原材料
に抽出物が含まれているため，ロット間で成分の含
有量の差が小さく，FS-2 および FS-3 は前述のよう
に根が含まれているため，ロット間で成分の含有量
の差が大きくなったと考えられる。これらのことか
ら，海外産のニンジンの健康食品は，製品によって
ロット間でバラツキがあることがわかり，同じ種類
の製品でも品質が違う場合があることに留意する必
要があると考えられる。

3．日本産のニンジンの健康食品の品質評価
日本産のニンジンの健康食品についてもジンセノ

サイド類の含有量を調べた。表 3 に，製品に表示さ
れている主な原材料，形状を示した。主な原材料は
エキス・エキス末，末・粉末，発酵物などで，種類
はニンジン，コウジンであった。形状は全て錠剤で
あった。

表 3 には，日本産のニンジンの健康食品の製品に
表示されている一日摂取目安量（摂取目安の錠剤数
の合計重量），分析したジンセノサイド類の含有量，
一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量
も示した。日本産のニンジンの健康食品すべてに，
ジンセノサイド Rb1 および Rg1 が検出された。海外
産のニンジンの健康食品については，前報で試験溶
液の HPLC クロマトグラムの一例を示したので，日
本産のニンジンの健康食品についても，一例として
DS-1 から調製された試験溶液の HPLC クロマトグラ
ムを図 1 に示した。ジンセノサイド Rb1 含有量は
0.6 ～ 5.0 mg/g，Rg1 含有量は 0.4 ～ 4.1 mg/g であっ
た。日本薬局方の生薬のニンジンのジンセノサイド
Rb1 含有量 6.6 mg/g，Rg1 含有量 4.7 mg/g と較べて
も，高いものはなかった。

製品に表示された一日最大摂取目安量あたりの
ジンセノサイド Rb1 量および Rg1 量を算出し，そ
れ を 合 計 し た ジ ン セ ノ サ イ ド Rb1 ＋ Rg1 量 は，
0.6 ～ 35.7 mg の幅となった。日本産のニンジンの健
康食品の一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイ
ド Rb1 + Rg1 量と，前述のニンジンの生薬製剤の一日
服用量あたりのジンセノサイド Rb1 + Rg1 量 16.2 mg

を較べると，DS-6 の 35.7 mg のみが高かった。DS-6
はジンセノサイド Rb1 含有量および Rg1 含有量のど
ちらも、他の製品と較べても極端に高いわけではな
いが，一日最大摂取目安量が 5310 mg と大きいため，
ジンセノサイド Rb1 + Rg1 量も大きくなっている。こ

表 2　海外産のニンジンの健康食品のジンセノサイド類の含有量のロット間変動
試料 No. ジンセノサイド Rb1 含有量 ジンセノサイド Rg1 含有量

FS-1
ロット間の平均値（mg/g） 29.0 3.9

ロット間の標準偏差 1.64 0.33
変動係数（%） 5.65 8.6

FS-2
ロット間の平均値（mg/g） - 0.1

ロット間の標準偏差 - 0.1
変動係数（%） - 68

FS-3
ロット間の平均値（mg/g） 0.3 4.3

ロット間の標準偏差 0.3 3.4
変動係数（%） 96 80

FS-1～FS-3，各 3 ロット用いた。FS-2 のジンセノサイド Rb1 含有量は ND のため，平均値，標準偏差，変動係数は算出していない。
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のことによって，DS-6 は，ニンジンの生薬製剤以上
にジンセノサイド類を摂取してしまう可能性がある
と考えられる。

4．�2012 年と 2017 〜 2019 年に入手した海外産およ
び 2019 年に入手した日本産のニンジンの健康食
品の比較

表 4 に，前報の 2012 年と今回の 2017 ～ 2019 年
に入手した海外産と 2019 年に入手した日本産のニン
ジンの健康食品のジンセノサイド類の含有量，一日
最大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量をま

とめて示した。
2012 年と 2017 ～ 2019 年に入手した海外産の健康

食品について，ジンセノサイド類の含有量と一日最
大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量を較べ
ると，2017 ～ 2019 年入手のものの一日最大摂取目
安量あたりの Rg1 量（0 ～ 6.6 mg）は 2012 年のもの

（0.2 ～ 21.5 mg）より小さいが，Rb1 + Rg1 量はほぼ
同じであるため，全般的には大きな違いはないと考
えられた。よって，2017 ～ 2019 年入手の海外産の
健康食品も，2012 年入手のものと同様に，有効成分
の含有量にかなり幅があるため，それに伴う効果に
バラツキがでる可能性があり，さらに，有効成分の
含有量が医薬品より高いものがあり一日摂取目安量
を考慮すると過剰摂取に繋がらないようにしないと
いけない。

今 回 の 日 本 産 の 健 康 食 品 と 2012 年 あ る い は
2017 ～ 2019 年に入手した海外産の健康食品につい
て，ジンセノサイド類の含有量と一日最大摂取目安
量あたりのジンセノサイド類の量を較べると，
2017 ～ 2019 年入手のものの一日最大摂取目安量あ
たりの Rg1 量（0 ～ 6.6 mg）は少し小さいが，全般
的には日本産の健康食品が低い傾向にあった。この
傾向を支持するデータとしては，前報で紹介した国
民生活センターによるニンジンの健康食品の有効成
分の調査がある。調査結果をみると，海外産の健康
食品の一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド
Rb1 量は 2.1 ～ 30.0 mg，ジンセノサイド Rg1 量は
0.3 ～ 6.7 mg で，日本産の健康食品の一日最大摂取

表 3　 日本産のニンジンの健康食品の製品に表示されている主な原材料，形状，原産国，一日摂取目安量，分
析したジンセノサイド類の含有量，一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量

試料 No. 主な原材料 形状
一日摂取
目安量

ジンセノサイド
Rb1 含有量 

（mg/g）
平均値（n = 3）

ジンセノサイド
Rg1 含有量 

（mg/g）
平均値（n = 3）

一日最大摂取目
安量あたりのジ
ンセノサイド
Rb1 量（mg）

一日最大摂取目
安量あたりのジ
ンセノサイド
Rg1 量（mg）

一日最大摂取目
安量あたりのジ
ンセノサイド
Rb1 + Rg1 量

（mg）
日本産のニンジンの健康食品

DS-1
ニンジン末な
ど

錠剤
1000-
1260 mg

2.1 0.5 2.6 0.7 3.3

DS-2 ニンジン 錠剤 1520 mg 0.6 0.6 0.9 0.9 1.7

DS-3
ニンジン（発
酵）など

錠剤 350 mg 1.4 0.4 0.5 0.1 0.6

DS-4
ニンジンエキ
ス末など

錠剤 750 mg 1.9 2.4 1.4 1.8 3.3

DS-5
ニンジンエキ
スなど

錠剤 620 mg 2.5 4.1 1.5 2.5 4.0

DS-6
コウジン粉末
など

錠剤
300-
5310 mg

5.0 1.7 26.6 9.1 35.7

一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド Rb1 量および Rg1 量は，分析した試料のジンセノサイド Rb1 含有量および Rg1 含有量の
結果をもとに算出した。

ジンセノサイドRb1

ジンセノサイドRg1

図 1　 日本産のニンジンの健康食品（DS-1）から調
製された試験溶液の HPLC クロマトグラム
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目安量あたりのジンセノサイド Rb1 量は 0 ～ 4.7 mg，
ジンセノサイド Rg1 量は 0 ～ 2.7 mg であり  8），日本
産が低くなっている。一方で，今回の日本産の健康
食品と国民生活センターの調査結果を比較すると，
今回の日本産の健康食品の一日最大摂取目安量あた
りのジンセノサイド Rb1 量（0.5 ～ 26.6 mg）および
Rg1 量（0.1 ～ 9.1 mg）は，国民生活センターの結果
より高い。このことから，日本産の健康食品であっ
ても一日摂取目安量の観点から注意が必要なものも
あると考えられる。

Ⅳ．要約

健康食品の品質を確保することは有効性だけでな
く安全性を保証する上で重要である。生薬のニンジ
ンは医薬品や健康食品として利用されており，有効
成分としてジンセノサイド類を含んでいる。前報で
は 2012 年に入手した海外産のニンジンの健康食品の
ジンセノサイド類の含有量を調べて品質を報告した。
今回は，2017 ～ 2019 年に入手した海外産のニンジ
ンの健康食品 8 製品（錠剤、カプセル）の品質評価，
その内の 4 製品についてのロット間（各 3 ロット）
比較，2019 年に入手した日本産のニンジンの健康食
品 6 製品（錠剤）の品質評価を行った。

海外産の健康食品のジンセノサイド Rb1 含有量は
ND ～ 43.3 mg/g，Rg1 含 有 量 は ND ～ 6.6 mg/g で
あった。医薬品の生薬より高いものがあった。また，
一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド Rb1 + Rg1

量も，0 ～ 96.9 mg となり，ニンジンの生薬製剤以上
にジンセノサイド類を摂取してしまうものもあった。
ジンセノサイド類の含有量について，ロット間の変
動をみると，バラツキがあるものもあり，同じ種類
の製品でも品質が違うものがあった。2012 年と
2017 ～ 2019 年に入手した海外産の健康食品につい
て，それぞれのジンセノサイド類の含有量と一日最

大摂取目安量あたりのジンセノサイド類の量を較べ
ると，大きな違いはなかった。

日本産の健康食品のジンセノサイド Rb1 含有量は
0.6 ～ 5.0 mg/g，Rg1 含有量は 0.4 ～ 4.1 mg/g であっ
た。一日最大摂取目安量あたりのジンセノサイド
Rb1 + Rg1 量は，0.6 ～ 35.7 mg となった。1 製品のみ
ニンジンの生薬製剤より高かった。日本産の健康食
品は，海外産の健康食品と較べると，ジンセノサイ
ド類の含有量と一日最大摂取目安量あたりのジンセ
ノサイド類の量は低い傾向にあったが，日本産の健
康食品であっても一日摂取目安量あたりのジンセノ
サイド類の量が比較的高く注意が必要なものもあっ
た。

利益相反（COI）

本研究に関連して，開示すべき COI はない。
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